
Smile &  Smile       

背景が明るい横長の写真（デジタルデータ可。USB不可）を持参してください。＊先着6人です。

募集期間　6月1日㊊～ 6月30日㊋ 　 ▼総務課広報情報係　☎985-4132
8 月に１歳になるお子さん募集

１歳です。よろしくね１歳です。よろしくね１歳です。よろしくね１歳です。よろしくね
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　妃
ひ
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 ちゃん
筒井
平成 26 年 6月17日生
（父）雅弘さん（母）美穂さん
いっぱい食べて、元気で大きく
なってね。
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 ちゃん
昌農内
平成 26 年 6月11日生
（父）久敏さん（母）純さん
絢愛ちゃんの笑顔でみんな癒
やされてるよ！
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川
かわ

　愛
あい

 ちゃん
神崎
平成 26 年 6月5日生
（父）健一さん  （母）怜子さん
笑顔の可愛い愛ちゃん。兄
ちゃんとみんなの宝物だよ♡
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聖
せ

 ちゃん
筒井
平成 26 年 6月22日生
（父）光洋さん（母）晶子さん
1歳おめでとう♡　ねえねく
んとにいにくんと仲良くね♡

2 ひじきは水でもどし、さっとゆでて水気を切っておく。

1 小松菜はさっとゆでて、2～ 3cmの長さに切り、軽
く絞っておく。

【エネルギー 57kcal（1人あたり）】

おうちで給食

小松菜とひじきのアーモンド和え
recipe
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小松菜………………150g
ひじき（乾）……………10g
赤ピーマン……………20g
アーモンドスライス……25g

酢…………………大さじ1
砂糖……………大さじ2/3
濃口しょうゆ…大さじ1/2
だし汁…………大さじ1弱

アーモンドスライスは、フライパンで乾いりしておく。4

赤ピーマンは千切りにし、さっとゆでて水気を切っておく。３

Aの調味料と材料を全て混ぜ合わせる。5

● 材料 ●　（4人分）

● 作り方 ●

 

A

シンプルな味付けですが、乾いりしたアーモンドを加え
ることで香ばしくなります。
彩りよく仕上げるために赤ピーマンを使用していますが、
パプリカなどでも代用できます。
カルシウムや鉄分が豊富なメニューです。

ふるさと歴史散歩

問　松前史談会（鷲野）☎ 984-5439
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　「松前史談」17号に、県考古学研究所長であった長井数
秋先生の「松前町内の遺跡発掘調査」が掲載されている。
二名神社所蔵の有柄式磨製石剣は、弥生前期に朝鮮半島か
ら搬入したもので、ルートは対馬―北九州―松山平野南部
（終着地）である。同じ松山平野でも北部では出土していない。
古墳時代中期には全国規模の出作遺跡が出現するが、調査
の対象となったのは約半分であった。「まとめ」では、松山
平野南部の原始・古代の文化の最重要地点は神崎周辺にあ
り、伊予国の中心となっていたとみてよいと述べている。横
田遺跡Ⅰ・Ⅱ・Ⅲと楠木遺跡にも触れている。
　この機会に、日野富朗さんの「（すっさく）ものがたり」・「松
前史談」4号と西村博明さんの「出作ふる里めぐり」・同11
号を読んだ。どちらにも「おたた道」と「お城下道」の話が
出てくる。「ねのひみち」の道標、「たがみ道」、ＪＲ西側を通
る「旧道」、庚申堂から南へ続いていた旧街道も、出作が交
通の要衝であったことを語っている。現在も県道16号（松
山伊予線）と214号（八倉松前線）がここで交差している。
　出作の1番地は、小字山

さん

王
のう

にある。山王は、16号線をまた
ぐ（新道が分断した）格好で出作の西南の角にある。伊予市
の宮下・上野に接し、東は徳丸、西は神崎である。天王（て
んのう（ん））の地名については、「松前史談」4号に三好憲
之さんの考察があるが、山王は辞書にもない。さらに続く。

出作1番地を訪ねるⅡ

6 月 20 日（土）のふるさと歴史散歩は、「塩屋へ行ってみ
よう」。8時 30 分、松前庁舎南駐車場に集合。塩屋集会所
合流 も歓迎。
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1左奥の楠が主役
　親木は松山城の用材となり、
切り株から出た芽がこんなに大
きくなった
2神名石は超有名人の書
　ぜひ、惠依彌二名神社にご
参拝ください

2

頑張る子どもたちを紹介します

Boys&Girls,Be Ambitious!

松前小学校 6年生の壬生希実ちゃんと宇治か
なこちゃん。「いきいきまさきっこボランティアセン
ター」で、地域のために活動しています。
先に加入したのは希実ちゃん。3年生のとき、
お姉さんが活動していたのがきっかけでした。
「違う学校の人もいて、いろいろな人と交流でき
て楽しそうだったから入りました。まさき文化祭
のからあげ販売では、『あとちょっとやけん頑張ろ
う』と励まし合いながらやりました」とにっこり。
5年生から加入したかなこちゃんも「違う学校
や地域の人と話せる機会がなかなかないから、と
ても大事な機会です」と話し、交流しながら行う
ボランティアをとても楽しみにしている様子です。
2人が共に印象に残っているのが3月に行った、
東日本大震災被災者のための募金の呼び掛けで
す。「東北の人の笑顔が見たいから、エミフルや
福祉センターで大きな声を出して、協力して呼び
掛けました」と話し、「来年もあれば絶対参加し
たい」と心を弾ませています。
「いやいや」ではなく「いきいき」とボランティ
アに励む2人。きっと、これからも楽しみながら
ボランティアを続けていくでしょう。

いきいきとボランティアに励む
壬生 希実ちゃん    宇治 かなこちゃん
Mibu Nozomi　　  Uji Kanako 
松前小 6年・筒井　　   　松前小 6年・南黒田
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